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Increase in scanning angle by controlling optical length of KTN-based scanner
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	なお、実験に用いたKTN結晶では、,𝑛-0.=2.18、,𝑔-11.=0.11m4/C2、𝜌=75C/m3であった。図3に測定結果および式1、式5に基く偏向角の様子を示す。測定値はレンズ効果を考慮した式5で説明でき、光路長を伸長しても偏向角増大には限界があることが確認できた。
	今回我々は折り返し数を増やし光路長を制御したKTN光スキャナの偏向角特性を調べた。実験で得られた偏向角はGRINレンズ効果を考慮したモデルで解釈でき、偏向角は光路長に対して飽和することが分かった。

